
耳原総合病院の理念 
耳原総合病院はこんな医療をめざしています 

◎  安全・安心・信頼の医療 
私たちは患者様とともに力を合わせて医療をすすめます 

◎  無差別平等の医療 
私たちは人権を尊重した医療をすすめます 

◎  患者負担の少ない医療 
私たちは室料差額はいただきません 

◎  地域とともに歩む専門職の育成 
人権感覚をもつ専門職を養成します 

 

 

鼻カメラ（経鼻内視鏡）はじめました！！ 
        ―火曜日の午前と金曜日の午前 

実施していますー 
 
                    

「胃カメラはツライ」と思っておられる患者さまも多いのではない

でしょうか？ 
               当院では、そうした声に応えて、鼻カメラ（経鼻内視鏡）を導入 

しました。 
              気になる経鼻内視鏡について、消化器内科の坂本 英代先生より紹介 

していただきます。 
 坂本 英代 
耳原総合病院医師       ●はじめに・・・ぐんと細くなった内視鏡 
（消化器内科）      

最近、鼻から入れる胃カメラがテレビなどで紹介され 
ています。当院でも経鼻内視鏡を始めました。 
 通常の口から入れる胃カメラ（経口内視鏡）の直径が１０ｍｍ程度ですが、経鼻

内視鏡は約５ｍｍと半分です（※写真参照）。実際、経鼻内視鏡を手にとると本当に

細く感じます。 
 
●メリット 吐き気が起こりにくく、検査中は会話も！ 

 
内視鏡は鼻から直接食道に挿入されるため、内 

視鏡の管が舌の付け根に触れないため吐き気が起こ 
りにくくなります。検査中、会話もできます。 
 
●デメリット 画質・一度に見える範囲・精密検査は 

胃カメラのほうが向いている  
          
 経鼻内視鏡の短所は経口内視鏡に比べてカメラの 
画質がおちる事です。カメラで一度に見える範囲も 
狭く胃全体を観察するのに時間がかかります。また胃の場所によっては生検が出来

ない事があります。このため経鼻内視鏡は精密検査には向きません。 
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●鼻の形によっては、できないことも・・・ 
 
 経鼻胃内視鏡は管が鼻を通るため、鼻腔が狭い方（鼻炎、 
鼻の変形、腫瘍、鼻の手術後など）、出血傾向のある方（抗 
凝固剤内服中、肝硬変の方）には検査が出来ない事がありま 
す。また鼻腔が狭く鼻から挿入できない場合は口からの胃カ 
メラに切り変えます。検査後に鼻出血、頭痛、めまいが起こ 
る事があります。 
 
● 胃カメラが辛かった患者さま、 

「胃カメラが怖い」という患者さまにいかがでしょうか？ 

 

 今まで胃カメラの検査がかなり辛かった患者さま、胃カメラが怖くて受けた事の

ない患者様に、いかがでしょうか？ 

 

                    
 

 

 

 

 

 

 

 

●経鼻内視鏡の単位 

  月  火  水  木  金  土 

 午前  ×  ○  ×  ×  ○  × 

 午後  ×  ×  ×  ×  ×  × 
※ 火曜日は9：00～と9：30～の２単位、金曜日は10：00～の１単位です 

ご予約は地域医療室まで･･･ 
 

_/ / / / / / /      耳原総合病院地域医療室    / / / / / / / 

_/ / / / / / /  電 話  ０７２－２４１－０３２４  / / / / / / / 

_/ / / / / / /  Ｆａｘ ①０７２－２４１－０２０８  / / / / / / / 

_/ / / / / / /  Ｆａｘ ②０７２－２４１－０６７０  / / / / / / 
受付時間 月・水・金 午前9：00～午後7：00  

火・木   午前9：00～午後5：00  

土     午前9：00～午後1：00 

☆★☆お電話で患者さまのご都合に合わせ予約いただけます。 

 折り返しＦＡＸにて予約票をお送りします。☆★☆ 

☆★☆事前にカルテを準備してお待ちします。 

 カルテ作成に必要な情報をＦＡＸして下さい。☆★☆ 

☆★☆予約当日、患者さまが受診の際 

① 保険証②診療情報提供書③上記予約票をご持参下さい。☆★☆ 


